
１０月も夏日更新となりまいた。「秋バテ」の方もいるのではないでしょうか。日本に

『春』と『秋』は無くなってしまった。と感じるこの頃ですが、１１月連休明け位から

やっと涼しくなったように感じます。これから少しだけ短い秋を感じたいです。（とはい

え、7 日は立冬ですが‥、） 

 

 

 

保護者の皆さんにも関わっていただいた栽培物の収穫の時期を迎えました。 

〇親子で食育活動・・・その１ サツマイモ掘り 
５月下旬みんなで植えたサツマイモがぐんぐん伸びて、１０月２２日親子で収穫を体験しました。葉は

かなり虫食い状態でしたが、どこが元か分からないほどもさもさとしていました。子供たちが来る前にお

家の人が鎌で株元を探しながら蔓きりをしました。大きなイモムシがいたり、地中で栽培物を食べてしま

うコガネムシの幼虫がいたり、お家の人にとってもイモ掘り以外の“ギョッ！”とする体験も出来たので

はないかと思います。 

子供たちが畑に到着し、一緒にイモ掘りを開始しました。イモが地中から見えてくると“おおぉぉ

ー！” と子供たちの歓声が聞こえてきました。(収穫の様子を動画で撮りたかったです。)自分たちが植

えた苗の分(２株)はそれぞれが持って帰りました。豊作でした。幼稚園分のサツマイモは残念ながら不

作＆ボコボコイモでしたが、子供たちが園で食べる分を残して、いつもお世話になっているポンポコさん

に差し上げました。     (ただ、追熟しないと全くおいしくないようです。) 

 

 

 

 

 

 

 

〇親子で食育活動・・・その２ 枝豆収穫(本番) 
６月１７日、ピジョっこファームに種まきをしてから４ヶ月超、１０月２８日、いよいよ枝豆収穫の時

期となりました。（子供たちは枝豆が大好きで、かつて幼稚園のお昼が自宅から持ってくるお弁当だった

時も、よく枝豆がおかずとして入っているのを見ました。）当日は夜雨が降ってちょっと心配されました

が、何とか実施することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
“おおぉぉー！” 
という心を育む 第 2 弾 

 

 

 

 

 

 

 

保護者お土産用各自で収穫 

 

 

 

収穫 大塚さんから収穫方法を 

レクチャー 

事前の蔓きり  

 

 

 

羽釜で茹でます。 

 

 

試食用洗います。 

 

 

 

 

 

試食！ 

 

 

 



〇収穫前の畑に行ったよ。(10 月 21 日) 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇畑に行った後は、…味見(練習) 
６月１７日の種まきの時に、畝から外れた所から生えていた枝豆の苗３本を、幼稚園のプランターに移

植しました。(このままだときっと土寄せの時に耕耘機で耕されてしまうだろうと思い、ダメ元で植えま

した。)すると、この苗がすくすく生長し、カメムシにもやられず、きれいな実をたくさんつけました。 

畑から帰って来て子供たちと一緒に、園庭のプランターで育てた３本の枝豆を収穫しました。きれいな

枝豆がたくさんとれました。みんな枝豆大好き！塩茹でにした枝豆に「おいしい！」を連発し、もぐもぐ

が止まりません。最高によくできました。本番(２８日)への期待も膨らみました。 そして、本番へ！     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 期 もも さくら 組 に じ 組 

1１月上旬 

 

中旬 

下旬 

 

 

 

 

・にじ組のお店屋さんごっこで、お金を作って買い

物をする。 

・図書館に行って絵本を借りる。 

・山村短期大学を訪問する。 

・お楽しみ会について話を聞きながらオペレッタや

歌の準備をする。 

・折り紙でサンタクロースを折る。 

＜お楽しみ会に向けて＞ 

・お話の役になって遊び、歌を歌う。 

・オペレッタのダンスをみんなと一緒に踊ったり、

役に分かれて踊ったりする。 

・オペレッタや歌に必要な物を作る。 

・お店屋さんごっこの話し合いをして、製作準備す

る。 

・もも・さくら組を招いてお店やさんごっこをする。 

・ヒヤシンスの水栽培をする 

・図書館に行って絵本を借りる。 

・山村短期大学を訪問する 

・お楽しみ会の劇について話し合い、準備をする。 

・折り紙でサンタクロースを折る。 

＜お楽しみ会に向けて（劇）＞ 

・お楽しみ会での出し物を話し合う。 

・劇の役割分担を話し合って決め、練習する。 

・お楽しみ会に向けて大道具や小道具等必要な物を

作る。 

 

 

 

取り頃 

 

根っこに丸いものがついている！ 

 

 

 

 

美味しい顔！ 

 

枝豆茹ったよ！ 

 

さあ、出来た。 

 

 

 

 

枝豆は出来ているかな？ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もも・さくら組 

にじ組 

決めポーズ コスプレもなかなかです！  

 

お菓子作り 

和やかにサロン 

  

  

 

 

 

ひよこ組さんどうぞ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

『ころころどんぐりコースター！』 

もも組担任 窪田幸恵  さくら組担任 坂野繭菜 

 初めての運動会を終えて、かっこよかったにじ組さんの演技を真似て『最高到達点』を一緒に踊っ

てみたり、玉入れや綱引きをしたりしながら、運動会ごっこを楽しんだもも・さくら組さんです。最近

では、秋ならではの物を使って遊びを楽しんでいます。園庭のどんぐりをみんなで力を合わせてたくさ

ん拾い、廊下の壁にどんぐりコースターを作りました。園庭で何度かコースターを作ったことがあるA

君が「コースターの作り方を教えてあげるよ！」とBちゃんと Cちゃんに声を掛けると「うん！」と

２人とも元気よく答えました。初めてのコースター作りに戸惑いを見せていた B ちゃんと C ちゃん

も、A 君に道となるペーパーの芯の切り方やコースターを貼っていく方法を教えてもらって、だんだ

んと楽しそうな顔で製作をしている姿がありました。一人一人集中して作っていく中、Bちゃんの「ど

うしてどんぐりがすぐに落っこちちゃうんだろう？」というつぶやきに、A君が「ガムテープを２つ貼

ると落ちないよ！」と答えてくれました。「うん、分かった、やってみる！」とA君のアドバイス通り

にやってみると上手くゴールまでいき、「やった！ゴールしたよ、A君すごい！」と喜ぶ Bちゃんでし

た。コース完成後には、もも組さんを呼んで皆でどんぐりコースターを楽しみました。 

 

 

B ちゃんのつぶやきに A 君が自分の経験したことを伝えて、B ちゃんもまたチャレンジしてみよう

という気持ちが生まれていました。A 君も B ちゃんに『すごい』と言われたことで嬉しそうな顔を見

せていて、温かい雰囲気の中でどんぐりコースターの遊びが広がっていきました。 

 

げんきっこ！ 

もも・さくらぐみ 

『☆ただいまお店屋さんの準備中☆』 

にじ組担任 星野佐和子 

週末を過ごし元気に登園したにじ組の子供たち。A 君が「幼稚園がお休みの時にお買い物に行ったん

だ！」と話し始めました。それを聞いたB君が「僕もよく行くよ！」と返し、Cちゃんも「私も！うさぎ

のマークのお店とかね。」と、お家の人と過ごした週末の話を始めました。そこで「お店屋さんってどんな

言葉を掛けてくれるの？」と担任が声を掛けると、「いらっしゃいませだよ！」とB君。「帰る時はありが

とうございました。後はポイントカードはありますか？とか！」とA君。周りで聞いていた子供たちも「そ

うそう！」と会話が広がり始めたところで、「今度みんなでお店屋さんを開こうよ！」と担任が声を掛けま

した。すると「やりたーい！」「何屋さんにしようかな？」と楽しそうな声が沢山返ってきたので、次の日

にどんなお店屋さんをやりたいのかを発表してもらう事にしました。「○○屋さんをやりたいです！」と、

お店屋さんに向けて１人１人がイメージを膨らませながら“こんな商品を作りたい！”と考えて形にした

商品を今、みんなで製作中です。商品の製作を進める中で「ここはどうするの？」「違う色にしてもいい？」

など、分からないところは提案をしてくれた友達（商品隊長）に聞きながら進めています。段々と出来上

がる商品を見て「みんなで作るとこんなに沢山の商品が出来上がるんだね！」「見てたらお腹が空いちゃっ

た！」など、とてもワクワクしている様子が見られます。 

 

 

お店屋さんごっこに向けて、自分の思いや考えを発表したり、友達に作り方を伝えながら段々と提案し

た商品が出来上がっていくと、とても満足そうな姿が見られました。みんなで製作を進める中で「ちょっ

と押さえててくれる？」「それいいね！どうやるの？」など、友達同士で声を掛け合う姿も見られました。

クラスのみんなと同じ目的に向かって作り上げる楽しさが、少しずつ味わえるようになってきています。

１１月のにじ組お店屋さんオープンに向けて、ワクワクの気持ちを膨らませながら、楽しく作り上げてい

きたいです。そして当日はにじ組のみんなでお店屋さんになりきって、思い切り楽しみたいと思います。 

 


